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荻野 和彦 (京大 ･畏)
下北半島のブナ･ヒバ林地帯はおおむね標高400mを
境として,上部にブナ林,下部にと,(林が成立し,沢ぞ
いにはトチノキ,サワグルミが擾占する｡高木屑を占め
る樹種によって柾生型をわけると,1)ブナ型,2)ヒバ
班,3)トチノキ型の3つの型の林分が認められる｡
荊木屑にはと.く,ブナ,カエデ研,サワグルミ,オヒ
.Zウ,コバノトネ1)コ,ホオノキなどが出現し,低木現
には-クウソポク.オオ.,:ク｡モジ,オオカメ/辛,ツ
リバナ,ノリウツギ,ゴソゼツ,アオ-メ,ナナカマド
ヤマツツジ,コアジサイなどがみられる｡
苛森営林局はここで皆代.択伐,抑伐などの森林施菜
をおこなっている｡疎林施課が自然柳生- ニホンザル
の校息環掛こどのような形やなお上はすかを調べ,変化
した相生の回役過程を追跡するため,各施菜地に永久プ
T]ツトを設けた.20×80mt又は40×40mSにふくまれ
る全立木の胸高在径 (D)と捌芯 (H)を測定し,調査
林分の位皿などにはかまわず,両対数和上におとしてみ
ると,松任ごとに別の曲紋が描ける｡D-HBg係をあら
わす曲線は,
盲 -碁 +B
であらわすことができる｡定数h,A,Bのうちh,B
は高木天和こついてはほとんどおなじ倍をとるのに対し,
Aは桝位の耐陰性と関係して興った倍をとるようであ
る｡さきにあげた苅木屑に出現する桝筏の1)ストは,耐
陰性の掛 ､ものから低いものへのmにならべてある｡妹
分を耶成する約位それぞれの特性を,たとえば耐陰性の
ちがいとしてとらえることができれば,自然状腿におけ
るこの地方の相生柄道の動態をあきらかにしうるはずで
あると考える｡
1)86回日本林学会大会ご講談下北半島にみ られ る
p-H関係
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